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事業実施期間令和4年度

（福島県）

≪産地間連携農業労働力支援≫
●労働力支援を通し生産基盤の維持拡大
●パートナー企業と連携しながら全国から募集を募り、関係人口拡大へ
●県内農業と食をアピール、まずは農業への興味から

≪産地間連携労働力支援≫
ＪＡふくしま未来・㈱ＪＴＢ・ＪＡ全農福島
≪ドローン請負散布による労働力確保≫
ＪＡ福島さくら・ＪＡ会津よつば・㈱アルサ・ＪＡ全農福島

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員
≪産地間連携農業労働力支援≫
参加人員：2022年度50名目標 → 2022年度実績：27名

≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
募集人数：2022年度10名目標 → 2022年度実績：13名（防除面積74ha）

成果目標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

≪産地間連携農業労働力支援≫ ≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
・令和元年度に農家・生産法人を対象に調査を実施（課題の把握） ・令和4年度にＪＡを対象にドローン利用状況アンケート実施
・労働力確保に使える支援策を知らない ・請負面積の限界（オペレーター不足）
・雇用まで行かないけどちょっとした人手が必要な時がある ・スケジュール調整に苦慮
・雇用期間は短期を希望する人が多い（法人は正社員を求めている） ・機体のﾊﾞｯﾃﾘｰ容量不足（飛行時間）
・労働力確保に対する支援策を希望（有料でも構わない）
・外国人より日本人の方が良い
・労働者へ希望する作業は、単純・補助的作業（法人は専門作業を希望）

イ 産地内での労働力確保・育成

≪産地間連携農業労働力支援≫
●JTBと連携し、県内での労働力確保を実施
2022年度 労働力支援事業実施エリア（産地内はいまだ継続中）
会津野菜館（野菜）：約1,850人役、福島市選果施設（もも・りんご）：約1,050人役、南相馬市（野菜）：約1,000人役、産地間連携：125人役

●2022年度当初から、求人サイト「バイトル」を中心に展開。
（2月時点実績：参加者の約6割が新規バイトルからの応募）
現地営業で起業や組織団体からの参加者が約2割。高校や大学へのアプローチからの参加者（約2割）

≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
●ドローンによる請負防除の仕組づくり
●防除需要期における体制の構築と拡充



（全国農業協同組合連合会 福島県本部）
事業実施期間令和4年度

（福島県）

今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働力確保

≪産地間連携労働力支援≫
●産地間連携① 【りんご軽作業】 JTB初の「JTBアグリケーションⓇ」造成商品として展開
参加者：関東県内から７名 ７泊８日 宿泊：福島市内 実施：福島・伊達市内
実施日程：10/22（土）～10/29（土） 男性：６名 女性：１名。２件の生産者と実施。

●産地間連携② 【ブロッコリー等の野菜の収穫又は選別、軽作業】 JTB3回目の「JTBアグリケーションⓇ」造成商品として展開
参加者：全国から20名 6泊7日 宿泊：南相馬市内 実施：南相馬市内
実施日程（４コース有）：A→1/22（日）～1/28（土）、B→1/29（日）～2/4（土）、C→2/5（日）～2/11（土）、D→2/12（日）～2/18（土）
男性：12名、女性：8名。3件の生産者と実施。

≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
●開催日及び参加者：第1回7/4～7/6（5名） 第2回11/8～11/9（2名） 第3回11/17～11/18（6名）
開催場所 ：第1回（会津） 第2回（会津） 第3回(いわき）

エ 労働力等のマッチング及びデータベース化

≪産地間連携労働力支援≫
●JTBと連携しマッチング活動を実施（JTBの集客方法）
①過去のJTB取扱農業系ツアーの実績者へDM
②JTB公式のSNSへの掲載（Twitter、Facebookへの掲載）
③JTB BS第四事業部内の営業マンへの周知と、担当企業へのチラシ持参セールス
④農業ＪＯＢ（連携）への掲載、会員へＤＭ発信
⑤農家のおしごとナビへの掲載、対象者DM発信 等

結果、④が一番集客が多かった。土台として農業に一定数の興味を持っている方が反応がよかった。⑤は間際での申し込みが多かった。

オ 農業の「働き方改革」への取組

≪産地間連携労働力支援≫
●課題調査を行い、本産地において働きやすい環境を整えるには何が最も必要となるか、生産者へのアンケート調査によって課題を抽出した。
作業時間について
りんごの作業は10月だったため7時間労働で実施。ちょうどよいが100%だった。
ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ・ﾈｷﾞの作業は冬場に実施したため、3～4時間労働で実施。ちょうど良いと、どちらでもないと、短いが30%台で同率の結果となった。
5日間程度の作業では、春～秋にかけては7時間程度(1日作業）冬場は3～4時間程度（半日作業）が適当であるとの結果となった。

●農業の「働き方改革」に係るセミナーの実施
本事業の特長の１つである、直接指示を行わずとも作業が進み農家の労力軽減に繋がる仕組みを説明を実施し、働き方改革への助言を行う。

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業



（全国農業協同組合連合会 福島県本部）
事業実施期間令和４年度

（福島県）

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

≪産地間連携労働力支援≫
●新規参加の方27名を発掘することができたが、目標の50名
には届かず。
実施時期が冬で実施したこともあり、直前でコロナにか
かってしまった方や、感染を危惧された方などが一定数い
らっしゃり伸び悩んだ。

●産地間参加27名は新規参加となり、次回も参加ターゲット
とできる人材となる。

●アグリワーケーションの実績がメディアにも取り上げられ、
新しい農業との関わり方をアピールすることができた。
●福島県の魅力を農業を通してアピールし、観光も
取り入れたことで、「また福島県に来たい！」との意見が
多く。実際に２回の産地間連携に参加した方もいた。

●農家の業務を軽減するために、募集活動を外部に一元化
することで、経営者サイドの負担を減らすこととなり、
今後も推進していきたい。

≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
●ドローンの請負防除ができるオペレータの確保ができた。
●受講後に実際に請負散布を実施する方もいた(実績74ha）
●次年度請負散布に向けた仕組み作りが始まった。

≪産地間連携労働力支援≫
●公募事業の募集時期の変更
本年度は秋～冬であったが呼年度は春～秋にて検討。
野菜の中心とし、多くの野菜の農作業が体験できる
プランにしていきたい。

●農業=地域発展と位置づけ、近隣の観光の誘致や紹介も
入れ込んで、ショートツアー、ロングツアーなどを分けて
展開。地域の魅力をアピールし、居住人口拡大に寄与する
仕組みを造りたい。

●学生をターゲットとしたアグリキャンプ（農業＋合宿＋研
修）の取扱強化。（JTBと連携）

≪ドローン請負散布事業による労働力確保≫
●ドローンの請負散布の事業化
請負散布未実施の地区での取組を進める

●オペレーター確保の「スキルアップ研修会」の継続開催
引き続き研修会を開催し、オペレータの確保に努める



添付資料１

１，産地間連携実施概要

農林水産省による「農業労働力産地間連携等推進事業」を活用し、全国農業協同組合連合会 福島県本部（JA全農福島、営農支援部 TAC推進課）と連携し、福島
市・伊達市のりんご軽作業、南相馬市のブロッコリー・ネギ収穫と選別における労働力支援を目的に実施した。

（１）実施概要

①福島市・伊達市

実施期間：2022年10月22日（土）～10月29日（日）

農作業：りんごの軽作業

生産者連携：鈴木農園・長谷部農園 計2農園と連携

２.募集要項

令和３年度より開始したJA全農とJTBと連携した農作業受委託事業をベースに、県内在住者のみならず、広域で多様な労働力者を募る仕組みを目的とした

「JTBアグリワーケーション（農業と旅行をセットした商品）を造成し、東京、北海道、関西、九州を中心とした都市部から労働力を確保した。

（１）募集概要

①募集人員：全5コース（福島市・伊達市：1コース、南相馬市：4コース）

②内容：福島市・伊達市⇒7泊8日 農作業5日間＋観光（自由行動）1日＋移動日（初日と最終日）

南相馬市 ⇒6泊7日 農作業5日間（半日勤務）＋観光（自由行動）各日半日＋移動日（初日と最終日）

③圃場までの送迎： 福島市・伊達市⇒電車利用・JTBによる送迎（10人乗レンタカー） 南相馬市⇒農家様による送迎＋タクシー利用

（２）募集結果

参加者数26人（福島市・伊達市7名、南相馬市20名）延べ135人役（福島市・伊達市35人役、南相馬市100人役）

①福島市・伊達市

10月22日（土）～10月29日（土）７名

②南相馬市

実施期間：2023年1月22日（日）～2月18日（土）

農作業：ブロッコリー・ネギの収穫と選別作業

生産者連携：菊池農園様、ごろくファーム様、塚野組様 計3農園と連携

②南相馬市

Aコース 1月22日（日）～ 1月28日（土） 3名

Bコース 1月29日（日）～ 2月4日 （土） 5名

Cコース 2月5日 （日）～ 2月11日（土） 3名

Dコース 2月12日（日）～ 2月18日（土） 9名



１.農作業について

●農家の方から丁寧に指導いただき、楽しみながら農作業をすることができた。

●農作業の大変さを身に染みて感じることができた。

●農作業自体は簡単に覚えることができたが、脚立利用などがなかなか慣れず、危険を伴う作業だと認識した。

●作業時間自体は、ちょうどよかった。

●軽作業部分で、とても体力を使う仕事だと実感し、農業の一連の流れを理解することができたが、大変さも身に染みてわかった。

２.アグリワーケーションツアー全体について

●旅行と農業の仕事ができる商品は画期的で、是非他の方面でも実施してほしい。

●料金がお得であったため、想像以上に現地で満足することができた。

●日程は、７泊８日も良いが３泊４日などの短い日程のものと選べるほうがよい

●地域の関係もあるが、ホテル選定に関しては選択制にするなどの対応が必要。

●収穫なのか、選別なのか、軽作業なのか早い段階でわかるほうが良い

●往復の交通などは、現地集合とし自由に来れる方が良い

添付資料２

りんご作業及び農園風景



（１）実施概要

福島県内の稲作においては、広い範囲でカメムシの被害が懸念され、等級落ちの主な理由となっている。作付け品種の増加によりカメムシの防除適期が分散し、無人
ヘリによる一斉防除では散布適期を逃しているのが要因の一つになる。小回りが利く防除が可能となったドローンの普及拡大により今回の事業を通じ「防除技術スキル
アップ研修会」を開催し福島県内各地域における稲作の防除作業の請負労働力の確保・拡大を図り防除需要に対応した体制の構築を図る。

①スキルアップ研修会開催実績

【第1回】

・開催日 ：令和4年7月4日（月）～7月6日（水）

・参加人数：5名

・開催場所：ＪＡ会津よつば管内 坂下カントリーエレベーター敷地内及び現地圃場

・カリキュラム：7月4日(座学) 法令・散布圃場地図作成

7月5日(実技) 技量確認・デモ圃場散布(半自動)

7月6日(実技・座学)・ デモ圃場散布(手動)・部品洗浄

機体メンテナンス・散布作業の効率的な実施方法

・研修後の受講生からの意見

ア．7月より防除、追肥散布が始まる前に技量の確認が出来て良かった。

イ．オペレ－タ－、ナビゲータ―の連携が大切だと感じた。

ウ．安全な散布作業が再度確認出来て良かった。

エ．部品の清掃、機体のメンテナンスが分かって良かった。

添付資料３

法令・地図作成

機体確認

技量確認

実演散布

機体メンテナンス
・部品メンテのコツ
・部品の分解洗浄方法
・経費を掛けないメンテ方法



①スキルアップ研修会開催実績

【第2回】

・開催日 ：令和4年11月8日（月）～11月9日（火）

・参加人数：2名

・開催場所：ＪＡ会津よつば管内 坂下カントリーエレベーター敷地内及び現地圃場

・カリキュラム：11月8日(座学) 法令・散布計画作成・散布圃場地図作成

(実技) 機材準備・技能確認・デモ圃場散布実演

11月9日(実技)機材準備・ デモ圃場散布訓練

機体メンテナンス・散布作業の効率的な実施方法

・研修後の受講生からの意見

ア．久しぶりの操作だったがいろいろ勉強になった。私の地域は山間地を抱え障害

物が多いが飛行計画を考える上で参考になった。

イ．受託をする上での面積をこなす場合には、バッテリーの消耗を考えた操作手順

が勉強になった。

ウ．座学では、安全管理についての考え方は重要で再認識できた。

エ．飛行計画を作る際の地図システムの使い方は参考になった。

オ．ナビの重要性が分かった。一人で散布することも多いが妻にナビを手伝っても

らうことがある。ナビとの連携が効率を高めることが分かった。

【第3回】

・開催日 ：令和4年11月17日（木）～11月18日（金）

・参加人数：6名

・開催場所：ＪＡ福島さくら管内 夏井支店2階及び現地圃場

・カリキュラム：11月17日(座学) 法令・散布計画作成・散布圃場地図作成

(実技) 機材準備・技能確認・デモ圃場散布実演

11月18日(実技)機材準備・ デモ圃場散布訓練

機体メンテナンス・散布作業の効率的な実施方法

・研修後の受講生からの意見

ア．研修前に実散布を実施したが、非常にやりずらかった。今回受講しヒントをもらえ

た。

イ．復習になった。

ウ．久しぶりの飛行で分からない事も多かったが、確認できた。

エ．今回受講し、今後は効率的な防除に取り組みたい。

オ．ナビの重要性が分かった。立ち位置を覚える事が出来た。

カ．ドローン導入2年目。今回講習を受けて、周りに聞ける人がおらず教えてもらうこ

とができなかった。今回受講し、理解できたことが多かった。

添付資料４
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